第２０章　宗教および文化
宗教法人の概況
　宗教法人とは、神道系、仏教系、キリスト教系、諸教等の神社、寺院、教会、その他の教団等で宗教法人法によって設立された法人をいうが、大阪府下の宗教法人総数は、昭和51年３月31日現在6,189法人で総数においては前年より１法人増加した。
　内訳は神道系が前年度より３法人減り1,082法人（総法人数の17.5パーセント）、仏教系は３法人増の3,365法人（同54.4パーセント）､キリスト教系は５法人増の207法人（同3.3パーセント）、諸教は４法人減の1,535法人（同24.8パーセント）となっている。
　宗教別のおもなものをみると､仏教系の真宗系が1,477法人（総法人数の23.8パーセント）を占め、ついで諸教系の天理教が1,454法人（同23.5パーセント）で、この両派で全体の約半分を占めている。ついで、神道系の神社が696法人（同11.2パーセント）、仏教系の浄土宗系が517法人（同8.4パーセント）、真言宗系が359法人（同5.8パーセント）、日蓮宗系328法人（同5.3パーセント）となっている。また、地域別にみると市部が5,867法人（総法人数の94.8パーセント）と集中しており、おもな地域は大阪市2,448法人（同39.6パーセント）、堺市452法人（同7.3パーセント）、東大阪市435法人（同7.0パーセント）等である。
興行場・娯楽施設の概況
　興行場法に基づく許可施設数（昭和50年12月末現在）および娯楽施設利用税の課税対象となった施設数（51年３月末現在）は、総数で5,709場となっている。
　なお、興行場関係では、昭和49年度までの入場税の課税対象施設数から、興行場法に基づく許可施設数に改めたため、若干の違いが生じた。
　娯楽施設関係では、全体として増加傾向にある。しかし、これを項目別にみると、ゴルフ場が３場増の54場、麻雀場が416場増の3,900場、打球場（パチンコ、スマートボール）が58場増の712場となっているのに対し、ゴルフ練習場が17場減の314場、44場減の77場となり、昨年度にひきつづき減少となった。
テレビの普及状況
　テレビの普及状況を昭和51年３月末現在のＮＨＫ契約数でみると、府下のテレビ普及数は191万7,559件、前年度に比べ６万8,513件の増加となっている。これを50年10月１日現在の府下全世帯に対する普及率でみると、本年度は75.9パーセントとなり前年度に比べ1.4ポイント増加した。これを内訳でみると、43年度から新設されたカラー契約は61.5パーセントの普及率で155万4,652件の視聴数となり、前年度に比べ増加しているが、白黒契約数は普及率14.4パーセントで36万2,907件と視聴数は減少の一途をたどっている。
　また、普及率の高いところは、白黒、カラーとも東能勢村がそれぞれ26.6パーセント、83.3パーセントと高い。
図書館の概況
　ここに述べる図書館とは、図書館法により設立された公共図書館のうち公立図書館をいい、私立図書館、学校図書館等は含まれていない。府下の図書館数（分館を含む）は、昭和51年３月31日現在28館で前年より３館増である。設置者別にみると、府立２館、大阪市立８館、その他の市立17館、町立１館となっている。
　これらの図書館に所蔵されている図書冊数は、昭和50年度末現在247万２千冊で、この１年間に28万７千冊増加した。
　つぎに貸出状況をみると、50年度中に個人ならびに団体等に貸出された図書は、672万４千冊にもおよんでいる。このうち個人に貸出された冊数は458万９千冊である。また、図書貸出登録者数は50年度末現在、個人が32万７千人、グループ等の団体は445団体となっている。
